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　2019 年の台風 15 号は、関東地方、特
に千葉において、ものすごい爪痕を残して
去っていきました。台風が千葉に上陸して
から 2 週間以上経つ現時点であっても、停
電・断水が続く世帯があるようです。そも
そも関東地方は、沖縄・九州・近畿・富士
山といった居並ぶ強敵たちと戦ってボロボ
ロになった台風しか来ないような土地柄な
ので、まっすぐ東京湾を狙ってきた台風は
大変珍しく、それだけに最大戦力で引っ掻
き回されるとどうにもならないところがあ
ります。
　今回日本全国から電力会社の皆さんが集
まって、千葉の停電をなんとかしようと奮
闘して頂いた姿には胸を打たれました。イ
ンフラの大切さは「たかが電気ぐらい」で
すましちゃいけないですよね。電気がなけ
りゃポンプが動かず、水が汲めないかもし
れないし、呼吸ができないかもしれない。
健康で元気なヒトにとっては「たかが」か
もしれないけど、電気が安定して供給され
ることで初めて維持される命もたくさんあ

るわけですから。
　それにしても 2 週間経っても復旧しきれ
ないというのは、それだけ大きな被害があ
ったというのも明らかではあるのですが、
それ以前に被害があった地域があまりに広
すぎて、状況を把握することが困難だった、
ということもあるかと思います。
　何処かで地震があったタイミングで NHK
の緊急放送を見ていると、どこの役所も消
防署も、受け持ち地域からの連絡が入って
いるかどうかという受け答えをしているの
が見受けられます。つまり、受け持ち地域
を面積としてカバーできるほどの要員は、
現状の体制では確保できないため、かろう
じて上がってきた情報の整理を行う機能だ
けは残しているということではないでしょ
うか。そうして上がってきた情報を何処に
あげるのかは寡聞にしてわかりませんが、
住民にフィードバックするためのものでは
なさそうです。なので、NHK なりが電話し
て聞き出す意味はあるのでしょう。
　しかしながら、電源が途絶えた状態では

使い物にならない固定電話や、いざという
時輻輳により通信しきれないようなケータ
イでは、状況を伝えたくとも伝えられない
という問題があります。また、仮に連絡で
きるとしても、連絡できるのは「連絡でき
る程度の被害しか受けてない」方々のみ、
です。本当に救援が必要な方々は、連絡す
る以前に命を守る行動で精一杯なのかもし
れません。その意味では収集できた情報も、
被害状況を軽く見せる方向にバイアスがか
かっています。よくメディアで見聞きする

「被害は日増しに拡大し」は、初動対応によ
り道が切り開かれるなどして、このバイア
スの閾値が下がっていくにつれて全貌が明
らかになっていく状況を反映しています。
　まあ地方自治体はその場所に強く紐付い
ているものですから、その地域の情報を吸
い上げて集約して対策を立てるという意味
では正しいでしょう。しかし、今の日本に
おいて、「人力による吸い上げ」が有効であ
る、という考えは徹底的に間違っています。
もはやクマが人里に降りてくることを阻止
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　某所と IPsec で VPN 張ってるのですが、そこにサテライト
オフィス経由で接続したい、という要望が出てきました。要件と
してはサテライトオフィスから特定のマシンのみが VPN に接続
できること、それなりのスピードがほしいこと、といったあたり。
　どうしようかと思ったのですが、とりあえず SoftEtherVPN
さえあればなんとかなるだろうと思い、まずは受けの VPN サー
バとして NUC サイズのちっこいマシンを買ってもらい、そいつ
に設定してみました。
　最初は L2TP/IPsec で設定してみたものの、どうもスピード
が出ません。VPN につながる方を wifi 、Internet につながる方
を GbE にしていたのですが、どうも wifi だとスピードが出ない
ようです。最初 10Mbps な USB の NIC にしてみたのですが、
それでも遅い感じ。仕方ないので GbE の USB3 な NIC を買っ
てきて刺してみたところ、そこそこスピードが出るようになりま

した。しかも L2TP/IPsec で接続するだけで、細かな設定は不
要です。
　これでいいんじゃないかと思ってリリースしてみたところ、「遅
くて使い物にならん」という声が。ルータ直だと 270Mbps ぐ
らいでるところが、L2TP/IPsec 経由だと 3Mbps ぐらいしか
でないとのこと。まあ一昔前の環境よりいいじゃんと思ったので
すが、どうやらレイテンシが高くて使いづらい模様。
　そこで、試しに L2TP/IPsec ではなく、SoftEtherVPN プ
ロトコルにしてみたところ、倍ぐらいのスピードが出てキビキビ
動くようになりました。スタティックルートを設定する必要があ
るので手軽ではないのですが、win10 だと VPN をつなげた後、
自動的に設定したスタティックルートが追加される模様で、思っ
たよりは面倒ではなかったです。まあ、今後地点が増えるとやや
こしそうではありますが ...
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できないほど、日本の地方は人数自体が払
底しています。そんな状況で「連絡できる
バイアス」があってなお、有り余るほど克
明な状況を入手できると仮定することはあ
まりに楽観的にすぎるのではないでしょう
か。こんなときこそ機械の出番です。人間
が見回って報告するのが人数的に難しいな
ら、それは機械に任せてしまえばいいので
す。人間の場合地上を移動するしかありま
せんから、幹線道路に倒木一本あるだけで
何時間も足止めを食らってしまいますし、
用水路が溢れた状況では危なくて一歩も前
に進むことすらできません。ところが、空
中を移動できるドローンであれば、これら
障害物を避けて移動することが可能ですし、
高いところから俯瞰で状況を観察し、広い
面積の概略を把握することが可能です。も
ちろん、ドローンの操縦に人間を貼り付け
ては意味がありません。そうじゃなくて、
予め決めておいた場所に設置したドローン
が真上に上昇してしばらくビデオを撮影し、
インターネット上のサーバにデータを送る
ようにするだけでいいのです。大きな市街
地などでは、何千台ものドローンが必要に
なるかもしれません。しかし、複雑な制御
は不要なので、比較的安価にすむのではな
いでしょうか。上昇するといっても、電線
が垂れ下がってるかもしれませんし、木が
倒れてきているかもしれません。それどこ
ろか建物が横倒しになっていて、飛び立て
ないかもしれません。でも、それはそれで
いいのです。「ドローンからの情報が来ない」
という状況も立派な情報で、少なくともそ
のドローンに対応する場所では何か大変な
問題が起こっていそうだと判断できるでし
ょう。それぞれのドローンが完璧に動作す
るのが望ましいのは明らかですが、そんな
ものは夢物語です。半分程度動けば御の字
でしょう。たとえ半分でも、その半分につ
いては現地に出向くことなく状況の輪郭を
把握できるはず。そして、面積的に大部分

の場所は「大したことない」被害のはずな
のですから。
　あれ？今ここで、上がってきた画像を誰
が見るのかとか、考えてませんか？それは
昭和の発想です。大悪手です。そんなもの、
機械にやらせればいいのです。ドローンの
動作確認も兼ねて、定期的にいろんな時間
帯でドローンが上昇して、撮影して、ホー
ムポジションに戻る訓練をやっておけば、

「普段の状況」が蓄積されるはず。それとの
差が大きいところを機械的に見繕って、「こ
こやばマップ」ができればいいのです。完
璧を求める必要はありません。そうじゃな
くて、トリアージ的に、大部分を占めるで
あろう「ここは放置して大丈夫」という領
域を素早く●除外●できることが何よりも
重要です。何、AI がどうのとかでなくとも、
単純な画像差分でそこそこおさえられるで
しょう。大事なのは「何がどうダメになっ
てるか」ではなく、「放置領域」を素早く決
められることです。
　どっちにしろ倒木を処理するには人間や
重機が現地に行く必要があります。しかし、

「現地に行けるかどうか」「重機をどこから
どう手配してどこに持っていくか」は極力
早い段階で判明していないと、計画立案が
できず、対応が後手後手になってしまいま
す。こちらは大部分を占めるであろう「通
れる道」を素早く
確定し、「通れな
そうな道」にマー
クすることができ
れば上々。通れそ
うかどうかが微妙
な 箇 所 は 少 な い
でしょうから、あ
らかじめ絞込んで
おいて、現地を確
認すれば手間を省
けるかもしれませ
ん。

　問題はこうして撮影した画像なり動画な
りをどこにどうやって集積するかでしょう。
実際には家屋の状況とか、助けを求める住
民とか、様々な機微情報が含まれているで
しょうから、それなりの配慮は必要です。
一方で、役所とかの地方自治体単位でサー
バを用意するのも問題です。津波のように
地域を壊滅的に襲う災害にも耐えられると
すれば、それは地域的に分散したクラウド
なサーバしかないでしょう。インターネッ
トからサーバまではそうやって整備できた
として、肝心のアクセスラインの方は別途
考慮が必要です。現時点で現実的な解とし
ては、ドローンごとに SIM を刺して、プロ
バイダ経由で直接アップロードする形でし
ょうか。バックアップとして、何台かのド
ローンごとに wifi 経由でも接続できるよう
にしておくとか、まあ方法論は色々ありそ
うです。少なくとも機械ですから、壊れな
い限り実直に情報を送ってくれるでしょう。
　人口が少なくなっても大災害に呼応でき
るようにするには、こうしたシステムの充
実は不可欠じゃないかと思います。ドロー
ンが高いですか？棄民とどっちが高いです
かね？
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